
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「学力向上を目指したＩＣＴの効果的な活用」  

三郷市教育委員会  

 

１ 
臨時休業時の 

学習保障 

「できることを最大限に」活用し、学習保障を行う工夫 

新型コロナウイルス感染症拡大防止における臨時休業期間中におい

て、ＩＣＴを活用した学習保障の取組を行った。 

校内のＩＣＴ環境の現状を踏まえた上で、できることを最大限に活

用することで、家庭学習の質の向上を目指した。 

学校ホームページに 

学習関連サイトの掲載 

全ての小・中学校のホームページに学習関連サイトを掲載。

その他、学習動画を作成するなどの工夫も見られた。 

▲学習関連サイト 

▲教育委員会も参考となるサイトをまとめ、情報提供 

Google Classroom 

の紹介と研修 

各学年に応じた課題など、柔軟な対応と質の向上をねらいと

し、Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍの研修・紹介を行った。 

各校が積極的に研修を行い、学校再開後も活用している。 

▲校長会にて概要説明 ▲指導主事の派遣による校内研修 

教育委員会作成「Google Classroom 運用ガイド」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
教員研修の 

充実 

「１人一台タブレットＰＣの導入」を円滑にすすめるために 

国の「ＧＩＧＡスクール構想」を受け、環境整備を進めると同時に 

整備後の円滑な活用を目指し、教員研修を充実させている。 

本市では「三郷市ＧＩＧＡ３（スリー）プロジェクト」を組織し、今

年度は全５回の研修会を行う。 

す す め る ・ ひ ろ め る ・ た か め る 

G I G A 3  P r o j e c t 
組織構成は先行研究の「すすめる研究部」と、各校に推進をする「広める啓発部」とな

っており、児童生徒に必要な資質・能力を確実に育成することなどをねらいとしている。 

すすめる研究部 

（ 先 行 研 究 ） 

○市で推薦された小・中学校の管理職や教員だけでなく、市の職員

や県立三郷工業技術高校教員も参加。 

○今後、整備される端末に導入予定の授業支援システムの研究や

教科書のＱＲコードの活用などの協議をした。 

▲授業支援システムの体験 ▲各教科書のＱＲコード活用を協議 

授業支援システムにおいては、活用レポート集を作成 

ひろめる啓発部 

（各校への推進） 

○各校から２名ずつの代表教員が参加。 

○すすめる研究部による先行研究の成果を踏まえ、具体的な校内

研修の推進について協議をした。 

▲先行研究成果の紹介 ▲具体の研修内容について協議 

年度末には実際に導入

されるタブレットを活

用した研修会を行う予

定 

３ 
その他 

校内研修においてもＩＣＴを

活用する授業実践が見られるよ

うになっている。今後もＩＣＴ

を効果的に活用し、学力の向上

を目指していく。 


